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(54) Title: DISPLAY DEVICE

(54) 発 明の名称 ：表示器

[ 図4] (57) Abstract: [Problem] To provide a display device (1)
using as a light source, LEDs with low power consumption
and a high degree of design freedom, said display device (1)
reducing glare generation, and when lighting, lighting pro
gressively brightly. [Solution] The display device (1) i s at
tached to a moving body and flashes by means of a specified
operation. Said display device (1) i s provided with multiple
LEDs and a CPU (10) that controls the lighting and extin
guishing of the LEDs. Said multiple LEDs are placed in the
shape of: concentric circles of different rami from a center;
or similar polygons of different sizes, said polygons having
the same center. I f the specified operation i s performed, the
control section: effects control that lights the LEDs sequen
tially, starting from the center and progressing in the direc
tion of the perimeter; and repeats a flashing display wherein
all the lit LEDs are extinguished simultaneously after all the
LEDs are lit.

(57) 要 約： 【課題 】消費電 力が少 な くデザ イ ンの
自由度 が高 い L E D を光源 と して用 いた表 示器
1 で あ って 、 グ レア の 発 生 を抑 え 、 点 灯 時 に
徐 々 に 明 る く点 灯 す る表 示 器 1 を提 供 す る 。
【解決 手段 】表示器 1 は、移 動体 に取 り付 け ら

れ て所定 の操作 に よ り点滅 す る表 示器 1 で あ つ
て 、 中心 か ら異径 同心 円状 又 は中心 を同 じくす
る異 な る大 き さの相似 多角 形状 に配置 され る複
数 の L E D と、該 L E D の 点灯及 び消 灯 を制御
す る C P U 1 0 と、 を備 え、前記 制御 部 は、所

定の操作が行われ た場合 に、前記 L E D を中心か ら外周方 向に順 に点灯す る制御 を行 うとともに、全ての
L E D が 点灯 した後 、 当該 点灯 した全ての L E D を同時に消灯す る点滅 を繰 リ返す。



明 細 書

発明の名称 ：表示器

技術分野

[0001 ] 本発明は主 に自動車な どの移動体 に取 り付 け られて、移動方向を表示する

方向指示器 （turn s i gna l又 はd i rect i ona L i nd i cator), 及び後続車 に注意 を

促 すハザ一 ドランプ (warn i ng ght) の機能 を果たす表示器 に関する。

背景技術

[0002] 従来 よ り、 自動車及び 自動二輪車 には、橙色の点滅 する電球 が左右 に設 け

られてお り、左右 いずれか一方 を点滅 させ ることによ り周囲に方向を伝 える

方向指示器 と して用い られ るとともに、両方 を点滅 させ ることによ り、周囲

に危険 を伝 えるハザ一 ドランプと して用い られ る表示器が取 り付 け られてい

る。

[0003] 近年では上述のような表示器 において、消費電力 を減 らす ことがで き、デ

ザイ ンの 自由度 が高い等の理 由か ら電球 に代 えて複数 の L E D ( L i ght E i t t

i ng D i ode) を光源 とする表示器が知 られている。 このような表示器の光源 と

なる L E D は指向性 が高 く、 また、 このような表示器の中には、極 めて多数

の L E D を配置するものもあることか ら、点滅 するこの表示器 を見た場合 に

、不能 グ レア （B nd i ng g Lare) 、減能 グ レア （D i sab は i t y g Lare) 、又 は不快

グ レア （D i scomfort g Lare) が発生する問題 があ った。 そ こで、特 に近年では

L E D の指向性 の高 さか ら発生する不快 グ レア等の問題 を解決するため に、

拡散性 を高めた リフ レクタ（Ref Lec 0 r ) を用いた表示器が種 々提案 されている

(例 えば特許文献 1 ) 。

先行技術文献

特許文献

[0004] 特許文献 1 ：特 開 2 0 0 8 _ 0 5 3 2 3 5 号公報

発明の概要

発明が解決 しょうとする課題



[0005] しか しL E D は、熱慣性がほとんどなく電源の断続に対 して応答性が高い

ので、方向指示器やハザー ドランプのように、点滅する表示器の光源として

用いた場合、瞬時に点灯時と消灯時とを繰 り返すため明暗の差が大きくなり

グレアが発生 し易い問題がある。特に、 L E D を用いた表示器には多数の L

E Dが用いられることが多く、多数の L E Dが同時に点灯及び消灯を繰 り返

すと、より明暗の差が大きくなるので、よりグレァが発生 し易くなる問題が

ある。

[0006] そこで、本発明は、消費電力が少なくデザインの自由度が高い L E D を光

源として用いた表示器であって、グレアの発生を抑え、点灯時に徐々に明る

く点灯する表示器を提供することを目的とする。

課題を解決するための手段

[0007] 上記の目的を達成するために、本発明の表示器は、移動体に取り付けられ

て所定の操作により点滅する表示器であって、中心から異径同心円状又は中

心を同 じくする異なる大きさの相似多角形状に配置される複数の L E D と、

該 L E Dの点灯及び消灯を制御する制御部と、を備え、前記制御部は、所定

の操作が行われた場合に、前記 しE D を中心から外周方向に順に点灯する制

御を行うとともに、全ての L E Dが点灯 した後、当該点灯 した全ての L E D

を同時に消灯する点滅を繰 り返すことを特徴としている。

発明の効果
[0008] 本発明によれば、複数の L E D を中心から異径同心円状又は中心を同 じく

する異なる大きさの相似多角形状に配置するので、デザィンに応 じて様々な

多角形状の表示器とすることができ、また、 L E D を用いることで消費電力

を少なくすることができる。そして、点灯時に中心に配置された L E Dが点

灯 し、続いて外周方向に順に点灯するので、点灯が開始 してから全ての L E

Dが点灯するまでに時間があり、明暗差によるグレアが発生 しにくし、。 また

、このように点灯時に徐々に明るく点灯することにより、 L E D と比べて熱

慣性が大きい電球を用いた表示器に似た点灯をさせることができる。

図面の簡単な説明



[0009] [ 図 1] 本 発 明 の表 示 器 の 回路 基板 の電 気 的構 成 を示 す プ ロ ック図。

[ 図 2 ] 本 発 明 の表 示 器 の外観 構 成 を説 明 す る正面 図。

[ 図 3 ] 本 発 明 の表 示 器 の点滅 動 作 の制 御 を示 す フ ロー チ ヤ一 卜。

[ 図4 ] 本 発 明 の表 示 器 の点滅 動 作 時 の点 灯パ ター ンを示 す正面 図。

[ 図 5] 本 発 明 の表 示 器 の別 の実施 形 態 を示 す正面 図。

[ 図 6] 別 の実施 形 態 の表 示 器 の点滅 動 作 時 の点 灯パ ター ンを示 す正面 図。

[ 図 7 ] L E D か らの光 を乱 反 射 させ て面 光源 とす る実施 形 態 の表 示 器 を示 す正

面 図。

[ 図 8 ] 図 7 の I - I 断 面 図。

発明を実施するための形態

[001 0] 以 下、 本 発 明 に係 る表 示 器 1 の一例 につ いて各 図 を参 照 しつ つ説 明 す る。

本 実施 形 態 に係 る表 示 器 1 は、 図示 しな いが例 え ば 自動 車 の後 部 の両側 部 に

それ ぞれ設 置 され て お り、 一方 を点滅 させ る こ とで方 向指 示 器 （turn s i gna l

又 はd i rect i ona l i nd i cator) の役 割 を果 た す と とも に、 両 方 を点滅 させ る こ

とでハ ザ ー ドラ ンプ （warn i ng い ght) の役 割 を果 た す表 示 器 1 で あ る。 な お、

本 発 明 の表 示 器 1 を取 り付 け る 「移 動 体 」 は 自動 車 に限定 され る もの で はな

く、 例 え ば 自動 二輪 車、 自転 車 その他 の周 辺 に視 認 させ るため の表 示 器 1 を

備 え る種 々の移 動 体 に取 り付 け る こ とが で きる。 この表 示 器 1 は、 例 え ばテ

—ル ライ 卜（ta は いght) 2 と一体 とな って リア コ ン ビネ一 シ ョンラ ンプ 3 を

構 成 して い る。

[001 1] 表 示 器 1 は、 図 1 に示 す よ うに、 C P U (Cent r a l Process i ng Un i t ) 1 0

、 R O M (Read On Ly Memory) 1 1 、 R A M (Random Access Memory) 1

、 イ ンタ一 フ ェー ス （i nterface) 1 3 、 第 1 の L E D ス ィ ッチ 1 4 、 第 2 の

L E D 群 ス ィ ッチ 1 5 、 第 3 の L E D 群 ス ィ ッチ 1 6 、 第 4 の L E D 群 ス ィ

ツチ 1 7 、 第 1 の L E D 1 8 、 第 2 の L E D 群 1 9 、 第 3 の L E D 群 2 0 、

第 4 の L E D 群 2 1 、 等 が配 置 され た 円盤 形 状 の 回路 基板 2 2 と、 L E D を

覆 うカバ 一体 2 3 と、 に よ り構 成 され て い る。 な お、 本 発 明 の表 示 器 1 は こ

の よ うな 回路 基板 2 2 を有 す る もの に限定 され る もの で はな く、 各 L E D を



後述のように点灯及び消灯制御 することがで きる種 々の制御 回路等 を用いる

ことがで きる。

[001 2] C P U 1 0 は、 R O M 1 1 に記憶 された制御 プラグラムに したが って、各

L E D の点灯及び消灯 を制御 するものである。 R O M 1 1 は、 C P U 1 0 に

よ り動作する制御 プログラムが記憶 されている。 R A M 1 2 は、 イ ンタ一 フ

エース 1 3 が受信 した信号及び コマ ン ドを一時的に記憶 している。 イ ンタ一

フェース 1 3 は、 ウィ ン力一スィ ッチ及びハザー ドスィ ッチか らの信号 を受

信 し、又 は、 自動車の各部 を制御 している主制御基板 か らの コマ ン ドを受信

するものである。

[001 3] 円盤状 の回路基板 2 2 の 自動車 に取付 けた ときに外側 を向 く面 には、 図 2

に示すように、 中心 に 1 つの L E D が第 1 の L E D 1 8 と して配置 されてお

り、 この中心 の L E D か ら等 しい距離 を離 間させて、 その外側 に 5 個 の L E

D が第 2 の L E D 群 1 9 と して配置 されている。 そ して、 さ らにこれ らの第

2 の L E D 君羊1 9 の外側 に中心 か ら等間隔であ って、 それぞれの L E D の間

隔 も等 しくなるように、 1 2 個 の L E D が第 3 の L E D 群 2 0 と して配置 さ

れている。 そ して、 この 1 2 個 の L E D の外側 にも中心 か ら等 しい距離 を離

間させて等間隔 に 1 2 個 の L E D が第 4 の L E D 群 2 と して配置 されてい

る。

[0014] 各 L E D スィ ッチ 1 4 、 1 5 、 1 6 、 1 7 は、 C P U 1 0 か らの コマ ン ド

に したが って、 これ ら第 1 の L E D 1 8 、 第 2 の L E D 群 1 9 、 第 3 の L E

D 群 2 0 、 及び第 4 の L E D 群 2 1 に電力 を供給 し、又 は電力 を遮断するも

のである。 カバ一体 2 3 は、第 1 の L E D 1 8 、 第 2 の L E D 群 1 9 、 第 3

の L E D 群 2 0 、 及び第 4 の L E D 群 2 を覆 うように黄色半透明の樹脂 に

よ り形成 されている。 このカバ一体 2 3 の各 L E D の位置 にはそれぞれ発光

した L E D の光 を通過 させて拡散 させ る レンズ 2 4 が形成 されている。

[001 5] なお、本表示機 の周囲にはさ らにテール ランプ用 L E D 2 5 が配置 されて

お り、 これ らのテール ランプ用 L E D 2 5 を覆 うように ドーナツ状 の赤色半

透明の樹脂 か らなるテール ランプ用 カバ一体 2 6 が形成 されてお り、 リアコ



ン ビネ一シ ョンラ ンプ 3 を形成 しているが、 この よ うなテール ラ ンプ 2 と、

方 向指示器及びハザ一 ドラ ンプと して用 いる表示器 1 とは別体 と して 自動車

の後面 にそれ ぞれ設 けて もよい。

[001 6] 次 に この よ うな表示器 1 の点滅制御 について、 図 3 及び図 4 を参照 しつつ

説 明す る。 なお、 図 4 においては、説 明 を判 り易 くす るため に、 図面上 の発

光 す る部分 に斜線 のハ ッチ ングを施 している。 図 4 ( A ) に示 す よ うに、全

ての L E D 1 8 ， 1 9 ， 2 0 ， 2 1 が消灯 された状態 で、 すなわち、全 ての

L E D スィ ッチ 1 4 ， 1 5 ， 1 6 ， 1 7 が 0 F F の状態 で、 図示 しない 自動

車 のステ ア リングコラム に設 け られた図示 しない方 向指示 スィ ッチ を例 えば

右折方 向 に作動 させ る と、 自動車 の後部右側 に取 り付 け られた表示器 1 に点

滅操作 をすべ き旨の信号 が送信 され る。 そ して、表示器 1 の C P U 1 0 はィ

ンタ一 フェース 1 3 が点滅 すべ き旨の信号 を受 け取 る と、 R A M 1 2 の所定

領域 に設 け られた点滅操作 な された 旨の フラグを O N す る。 そ して、 C P U

1 0 は、 図 3 に示 す よ うに、 R O M 1 1 に記憶 されている制御 プログラム に

基 づいて、 点滅操作 がな された 旨の フラグが O N しているか否か判断す る （

S 2 0 0 ) 。 フラグが 0 N している と判断す る と （S 2 0 0 ：Y E S ) 、 次

に、 C P U 1 0 は、 第 1 の L E D スィ ッチ 1 4 を O N す る処理 を行 う （S 2

0 1 ) 。 第 1 の L E D スィ ッチ 1 4 が O N す る と、 図 4 ( B ) に示 す よ うに

、 第 1 の L E D 1 8 に電源 が供給 され、 第 1 の L E D 1 8 が発光 して、 その

光 が カバ 一体 2 3 の レンズ 2 4 を通過 して黄色 に変換 して拡散 す る。 一方、

点滅操作 な された 旨の フラグが 0 F F であ る と判断す る と （S 2 0 0 ：N O

) 、 その まま、 この処理 を終 了す る。

[001 7] 第 1 の L E D 1 8 を点灯す る と （S 2 0 1 ) 、 次 に、 C P U 1 0 は第 1 の

L E D 8 が点灯 してか ら所定時間経過 したか否か判断す る （S 2 0 2 ) 。

ここで所定時間は表示器 1 の所望 の点滅速度 か ら算 出され る時間が予め設定

されてお り、例 えば 1 0 ミ リ秒程度 で よい。 第 1 の L E D 1 8 の点灯か ら所

定時間経過 した と判断す る と （S 2 0 2 ：Y E S ) 、 次 に、 C P U 1 0 は、

第 2 の L E D 群 スィ ッチ 1 5 を O N す る （S 2 0 3 ) 。 第 2 の L E D 群 スィ



ツチ 1 5 が O N すると、 図 4 ( C ) に示すように、第 2 の L E D 群 1 9 に電

源 が供給 され、第 2 の L E D 群 1 9 が発光 して、 その光がカバ一体 2 3 の レ

ンズ 2 4 を通過 して黄色 に変換 して拡散 する。一方、第 1 の L E D 1 8 の点

灯か ら所定時間経過 していない と判断すると （S 2 0 2 ：N O ) 、所定時間

経過するまで処理 を待機 する。

[001 8] 第 2 の L E D 群 1 9 を点灯すると （S 2 0 3 ) 、次 に、 C P U 1 0 は第 2

の L E D 群 1 9 が点灯 してか ら所定時間経過 したか否か判断する （S 2 0 4

) 。 第 2 の L E D 群 1 9 の点灯か ら所定時間経過 した と判断すると （S 2 0

4 ：Y E S ) 、次 に、 C P U 1 0 は、第 3 の L E D 群 スィ ッチ 1 6 を O N す

る （S 2 0 5 ) 。 第 3 の L E D 群 スィ ッチ 1 6 が O N すると、 図 4 ( D ) に

示すように、第 3 の L E D 群 2 0 に電源 が供給 され、第 3 の L E D 1 群 2 0

が発光 して、 その光がカバ一体 2 3 の レンズ 2 4 を通過 して黄色 に変換 して

拡散 する。一方、第 2 の L E D の点灯か ら所定時間経過 していない と判断す

ると （S 2 0 4 ：N O ) 、所定時間経過するまで処理 を待機 する。

[001 9] 第 3 の L E D 群 2 0 を点灯すると （S 2 0 5 ) 、次 に、 C P U 1 0 は第 3

の L E D 群 2 0 が点灯 してか ら所定時間経過 したか否か判断する （S 2 0 6

) 。 第 3 の L E D 群 2 0 の点灯か ら所定時間経過 した と判断すると （S 2 0

6 ：Y E S ) 、次 に、 C P U 1 0 は、第 4 の L E D 群 スィ ツチ 1 7 を 0 N す

る （S 2 0 7 ) 。 第 4 の L E D 群 スィ ッチ 1 7 が O N すると、 図 4 ( E ) に

示すように、第 4 の L E D 群 2 1 に電源 が供給 され、第 4 の L E D 群 2 1 が

発光 して、 その光がカバ一体 2 3 の レンズ 2 4 を通過 して黄色 に変換 して拡

散 する。一方、第 3 の L E D の点灯か ら所定時間経過 していない と判断する

と （S 2 0 6 ：N O ) 、所定時間経過するまで処理 を待機 する。

[0020] 第 4 の L E D 群 2 1 を点灯すると （S 2 0 7 ) 、次 に、 C P U 1 0 は第 4

の L E D 群 2 1 が点灯 してか ら所定時間経過 したか否か判断する （S 2 0 8

) 。 第 4 の L E D 群 2 1 の点灯か ら所定時間経過 した と判断すると （S 2 0

8 ：Y E S ) 、次 に、 C P U 1 0 は、第 1 の L E D スィ ッチ 1 4 、第 2 の L

E D 群 スィ ッチ 1 5 、第 3 の L E D 群 スィ ッチ 1 6 、及び第 4 の L E D 群 ス



イッチ 1 7 を全て 0 F F にする処理 を行 う （S 2 0 9 ) 。全ての L E D スィ

ツチ 1 4 ， 1 5 ， 1 6 ， 1 7 を 0 F F にすると、図 4 ( A ) に示すように、

各 L E D 1 8 , 1 9 ， 2 0 ， 2 1 に対する電力の供給が遮断され、全ての L

E D 8 , 1 9 ， 2 0 ， 2 1 が消灯する。一方、第 4 の L E D 1 7 の点灯か

ら所定時間経過 していないと判断すると （S 2 0 8 ：N O ) 、所定時間経過

するまで処理 を待機する。

[0021 ] 全ての L E D 1 8 ， 1 9 ， 2 0 ， 2 1 を消灯すると、ステ ップS 2 0 0 に

処理 を戻 して、 R A M 1 2 の所定領域 に記憶 された点滅操作がなされた旨の

フラグが 0 N しているか否か判断する （S 2 0 0 ) 。 ここで、図示 しないハ

ン ドル下に設けられたウィン力一スィツチが右折方向か ら戻されると、 自動

車の後部右側 に取 り付けられた表示器 1 に点滅操作を停止すべ き旨の信号が

送信 される。そ して、表示器 1 の C P U 1 0 はインタ一フェース 1 3 が点滅

操作を停止すべ き旨の信号を受け取ると、 R A M 1 2 の所定領域 に設けられ

た点滅操作なされた旨のフラグを 0 F F する。

[0022] このように、本実施形態の表示器 1 は、 L E D を用いることで消費電力を

抑えつつ、第 1 の L E D 1 8 の点灯か ら第 2 の L 巳り群 1 9 、第 3 の L E D

群 2 0 、第 4 の L E D群 2 1 の順 に点灯させることで、光度 を徐々に上げる

ことができ、急激 に光度 を上げた場合に、当該表示器 1 の光を見た者の瞳孔

が調節できないことにより発生するグレァを抑制することができる。 また、

このように点灯時に徐々に明る く点灯することにより、 L E D と比べて熱慣

性が大 きく、従来か ら用い られている電球 を用いた表示器 1 に似た点灯をさ

せることができる。

[0023] なお、本実施形態においては、例えば、第 1 の L E D 1 8 の点灯か ら第 2

の L E D群 1 9 の点灯までの所定時間、第 2 の L E D群 1 9 の点灯か ら第 3

の L E D群 2 0 の点灯までの所定時間、第 3 の L E D群 2 0 の点灯か ら第 4

の L E D群 2 1 の点灯までの所定時間、第 4 の L E D群 2 1 の点灯か ら全て

の L E D 1 8 ， 1 9 ， 2 0 ， 2 1 の消灯までの所定時間、及び全ての L E D

1 8 ， 1 9 ， 2 0 ， 2 1 の消灯か ら第 1 の L E D 1 8 の点灯までの所定時間



を、それぞれ 1 0 ミリ秒とした。このように設定すると、表示器 1全体とし

ては 5 0 ミリ秒毎間隔で点滅することになり、一分当り 1 2 0 回点滅するの

で道路運送車輛法の保安基準をみたす。なお、点滅間隔はこれに限定されず

道路運送車輛法の保安基準に定められた毎分 6 0 回から 1 2 0 回をみたす点

滅間隔であればよい。

[0024] なお、本実施形態においては、第 1 の L E D 1 8 、第 2 の L E D群 1 9 、

第 3 の L E D群 2 0 、第4 の L E D群 2 1 を順に点灯する構成としたが、例

えば、第 1 の L E D 1 8 及び第 2 の L E D群 1 9 は同時に点灯 し、その後、

第 3 の L E D群 2 0 が点灯 し、さらにその後、第4 の L E D群 2 1 が点灯す

るように構成 してもよい。このように構成 しても、表示器 1全体としては、

中心から順に外周方向に点灯することになり徐々に明るく点灯するので不快

グレアを防ぐことができる。

[0025] また本発明の別の実施例として、図 5 及び図 6 に示すように、長方形状の

回路基板 2 に異なる大きさであって中心を同 じくする相似形の長方形上に

L E D を配置 してもよい。なお、図 6 は、説明を判り易くするために、図面

上発光する部分に斜線のハッチングを施 している。なお、この実施例におい

ても、表示器 1 を制御する構成は、上述の実施形態のものと同様のものでよ

いため、制御プロックの説明は省略する。本実施形態においては、消灯され

た状態から例えば図 6 ( A ) に示すように、まず中心に配置された 2 個の L

E D群に電力が供給され発光するように制御する。そして次に、図 6 ( B )

に示すように、中心の 2 個の L E D 2 7 の外側に長方形状に配置された L E

D 2 7 群に電力が供給され発光するように制御する。そして、さらに、図 6

( C ) 図 6 ( D ) に示すように、内側の L E D 2 7 を先に点灯させ、徐々に

外側に向かって L E D 2 7 を点灯させる。このように、 L E D 2 7 の配置は

異径同心円上に限定されるものではなく、四角形その他の多角形状であって

もよい。また、相似形の星型、ハ一 卜型などのように、 L E Dの配列を種々

のデザィンに構成することができる。

[0026] また、別の実施例として、図 7 に示すように、橙色に着色された正方形の



内側透明板 2 8 と、この内側透明板 2 8 の周りに配列される複数の内側 L E

D群 2 9 と、中心部に内側透明板 2 8 及び内側 L E D群 2 9 を配置する正方

形の穴が設けられ、外周も正方形に形成された中間部透明板 3 0 と、この中

間部透明板 3 0 の外周に配列される中間 L E D群 3 と、これら中間部透明

板 3 0 及び中間 L E D群 3 2 を配置する正方形の穴が設けられた外側透明板

3 と、この外側透明板 3 の外側に設けられる外側 L E D群 3 3 とを備え

た表示器 1 であってもよい。なお、図 7 は、説明を判り易くするために、図

面上の発光する部分に斜線のハッチングを施 している。

[0027] 図 8 に示すように、内側透明板 2 8 、中間部透明板 3 0 、及び外側透明板

3 の裏面には光を乱反射させる乱反射層 3 4 が設けられている。内側 L E

D群 2 9 の各 L E D 2 9 a は隣接する内側透明板 2 8 の端面方向を指向 して

おり、中間 L E D群 3 2 の各 L E D 3 2 a は隣接する中間部透明板 3 0 の端

面方向を指向 しており、外側 L E D群 3 3 の各 L E D 3 3 a は隣接する外側

透明板 3 1 の端面方向を指向 している。そして、各 L E Dからの光はそれぞ

れ内側透明板 2 8 、中間部透明板 3 0 、及び外側透明板 3 の端面からこれ

ら透明板の内部に入射 し、裏面に設けられた乱反射層 3 4 によって入射 した

光を乱反射させ、各透明板の前面を出光面として外部へ出光させることで、

面光源とすることができ、より一層グレアを軽減することができる。

[0028] そ して、このような表示器 1 であっても、点滅操作は、まず内側 L E D群

2 9 を発光させ、その 1 0 ミリ秒後に中間 L E D群 3 2 を発光させ、さらに

その 1 0 ミリ秒後に外側 L E D群 3 3 を発光させて、その後、内側 L E D群

2 9 、中間 L E D群 3 2 及び外側 L E D群 3 3 が全て点灯 した状態で 1 0 ミ

リ秒が経過 してから全消灯する操作を繰 り返 して点滅させる。

[0029] なお、本発明の実施の形態は、本実施形態に限ることなく、本発明の思想

の範囲を逸脱 しない範囲で適宜変更することができることは云うまでもない

産業上の利用可能性

[0030] 本発明は、例えば自動車のリアコンビネーションランプ3 に用いられる方



向指示器 と して好適 に用いることがで きる。

符 号 の説 明

表示器

1 0 C P U (制御部）

1 8 第 1 の L E D ( L E D )

1 9 第 2 の L E D群 （L E D )

2 0 第 3 の L E D群 （L E D )

2 1 第 4 の L E D群 （L E D )



請求の範囲

[ 請求項 1] 移動体 に取 り付 け られて所定の操作 によ り点滅する表示器であ って

中心か ら異径同心 円状、又は中心 を同 じくする異なる大 きさの相似

多角形状、あるいはこれ ら以外の形状であ つて中心 を同 じくする大 き

さの異なる相似形状 に配置 される複数の L E D ( L i ght Em i t t i ng Di od

e) と、

該 L E D の点灯及び消灯を制御する制御部 と、 を備 え、

前記制御部 は、所定の操作が行われた場合 に、前記 L E D を中心か

ら外周方向に順 に点灯する制御 を行 うとともに、全ての L E D が点灯

した後、 当該点灯 した全ての L E D を同時に消灯する点滅 を繰 り返す

ことを特徴 とする表示器。
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